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日本に「一帯一路」への積極参加を呼びかける蒋建国・新聞弁公室主任＝北京2017年12月16日、赤間清広撮影

越境Ｅコマース越境Ｅコマース
その巨大な可能性その巨大な可能性

２４時間の流通総額が過去最高の２６８４億元（約４兆１６０２億円）に達した、

　今年（２０１９年）の天猫ダブルイレブン＝中国・杭州のアリババグループ本社で、アリババジャパン提供

毎日アジアビジネスレポート
発行　毎日新聞社・毎日アジアビジネス研究所　東京都千代田区一ツ橋1-1-1

記事、情報はウェブサイトでもお読みいただけます。

https://mainichi.asia/から会員専用ページへお進みください。

今月のパスワードは「2001asiap」です。（パスワードは毎月更新します）

バックナンバーもウェブサイトからお読み頂けます。

2020年1月号 Ⓒ2020　Mainichi Newspapers
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も
う
一
つ
の
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
ド

中
国
と
は
違
う
市
場
特
性
見
極
め
て

中
国
に
匹
敵
す
る
人
口
を
抱
え
世
界
の
巨
大
市
場
に
成
長
し
つ
つ
あ
る
イ
ン
ド
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
Ｅ
コ
マ
ー
ス
が
急
成
長
し
て
い
る
。
し

か
し
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」
に
人
気
が
集
ま
る
中
国
Ｅ
Ｃ
市
場
と
は
違
い
、
イ
ン
ド
Ｅ
Ｃ
市

場
へ
は
日
本
企
業
の
参
入
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
イ
ン
ド
市
場
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
専
門
で
、
本
レ
ポ
ー
ト
に
も
イ
ン
ド
に
関
す
る
連
載
を
掲
載
し
て
い
る
荒
木
英
仁
氏

に
、
日
本
企
業
の
イ
ン
ド
Ｅ
Ｃ
市
場
参
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。
【
西
尾
英
之
】

経
済
産
業
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
２
０

１
８
年
の
イ
ン
ド
の
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
の
Ｅ
Ｃ
市
場

規
模
は
３
２
７
億
ド
ル
（
約
３
兆
５
６
０
０

億
円
）
。
世
界
一
の
中
国
の
市
場
規
模
に
比

べ
れ
ば
、
ま
だ
成
長
途
上
だ
。
し
か
し
、
低

価
格
の
中
国
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
や
通
信
料
金
の
引
き
下
げ
で
、
中
・

低
所
得
層
に
も
ス
マ
ホ
が
爆
発
的
に
普
及
。

弱
点
だ
っ
た
配
送
サ
ー
ビ
ス
も
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
市
場
が
今
後
、
右
肩
上
が
り

で
急
成
長
し
て
い
く
の
は
間
違
い
な
い
状
況

だ
。イ

ン
ド
商
務
省
な
ど
が
設
立
し
た
イ
ン

ド
・
ブ
ラ
ン
ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ
基
金
（
Ｉ
Ｂ

Ｅ
Ｆ
）
は
、
イ
ン
ド
Ｅ
Ｃ
市
場
は
２２
年
に
１

５
０
０
億
ド
ル
規
模
に
ま
で
拡
大
し
、
３４
年

ま
で
に
は
米
国
を
抜
い
て
中
国
に
次
ぐ
世
界

２
位
の
市
場
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

「アマゾン」とインドＥＣ市場のシェアを二分する大手サ

イト「フィリップカート」のトップページ

将
来
は
米
国
抜
く
可
能
性

Asia Inside

　
越
境
Ｅ
コ
マ
ー
ス
―
―
そ
の
巨
大
な
可
能
性
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巨
大
化
し
て
い
く
イ
ン
ド
Ｅ
Ｃ
市
場
は
日

本
企
業
に
と
っ
て
も
魅
力
的
だ
。
だ
が
、
荒

木
氏
は
「
イ
ン
ド
は
、
『
日
本
製
品
』
と
い

存
在
し
な
い
「
日
本
製
品
へ
の
憧
れ
」

う
だ
け
で
売
れ
る
市
場
で
は
な
い
」
と
釘
を

刺
す
。

日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
よ
り
も
欧
州
、
米
国

に
目
が
向
き
が
ち
の
イ
ン
ド
人
に
は
、
日
本

企
業
が
ア
ジ
ア
で
頼
る
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
へ

の
憧
れ
」
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
日
本
製
品

は
故
障
し
な
い
」
と
い
っ
た
前
向
き
の
イ

メ
ー
ジ
は
あ
る
が
、
消
費
者
は
日
本
ブ
ラ
ン

ド
だ
と
い
う
だ
け
で
飛
び
付
く
こ
と
は
な

く
、
自
国
や
他
国
の
製
品
と
価
格
や
商
品
の

機
能
な
ど
を
吟
味
し
て
購
入
す
る
。

実
際
、
イ
ン
ド
自
動
車
市
場
で
大
き
な

シ
ェ
ア
を
持
つ
「
ス
ズ
キ
」
な
ど
一
部
を
除

け
ば
、
日
本
の
大
手
ブ
ラ
ン
ド
で
イ
ン
ド
で

大
き
な
成
功
を
収
め
て
い
る
企
業
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
「
日
本
製
品
は
他
国
製
に
比
べ
高

い
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
が
、
荒
木
氏
は

「
同
程
度
の
機
能
を
持
つ
製
品
で
あ
れ
ば
日

本
ブ
ラ
ン
ド
も
他
国
ブ
ラ
ン
ド
も
、
そ
れ
ほ

ど
価
格
は
変
わ
ら
な
い
。
売
れ
な
い
の
は
む

し
ろ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
や
イ
ン
ド
市
場

に
あ
わ
せ
た
商
品
の
開
発
力
が
、
日
本
企
業

に
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
」
と
指
摘
す

る
。荒

木
氏
が
イ
ン
ド
市
場
に
関
わ
り
始
め
た

２
０
０
０
年
代
前
半
は
、
ち
ょ
う
ど
家
電
製

品
市
場
で
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
や
Ｌ
Ｇ
が
急
伸

し
、
古
く
か
ら
参
入
し
て
い
た
日
本
ブ
ラ
ン

ド
は
シ
ェ
ア
を
失
っ
て
い
く
時
期
だ
っ
た
。

荒
木
氏
は
イ
ン
ド
向
け
商
品
の
開
発
で
日
本

が
韓
国
に
か
な
わ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
る
。

日
本
メ
ー
カ
ー
の
全
自
動
洗
濯
機
は
、
途

中
で
停
電
が
あ
れ
ば
設
定
し
た
洗
濯
の
内
容

が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。
安
全
面
で
の
配
慮
な

ど
が
理
由
と
み
ら
れ
る
が
、
停
電
が
多
い
イ

ン
ド
で
は
そ
の
た
び
に
最
初
か
ら
洗
濯
の
や

り
直
し
を
強
い
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
韓
国
メ
ー
カ
ー
は
地
元
の
電

力
事
情
に
配
慮
し
、
途
中
で
電
源
が
切
れ
て

通勤時間帯の首都デリーの地下鉄の車内。乗客のほとんどがスマートフォン

を操作している光景は日本と変わらない＝西尾英之撮影
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イ
ン
ド
の
ア
マ
ゾ
ン
で
人
気
を
集
め
て
い
る
、
大
阪
市
の
メ
ー
カ
ー
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ア
マ
ゾ
ン
の
サ
イ
ト
か
ら

も
設
定
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ず
、
電
源
回
復
後

に
途
中
か
ら
洗
濯
が
再
開
さ
れ
る
商
品
を
投

入
し
た
。

毎
日
の
よ
う
に
停
電
に
悩
ま
さ
れ
る
イ
ン

ド
で
洗
濯
機
を
使
っ
た
経
験
の
あ
る
人
な
ら

ば
、
こ
の
違
い
の
意
味
が
わ
か
る
は
ず
だ
。

日
本
メ
ー
カ
ー
の
中
に
は
、
そ
れ
か
ら
１０
年

近
く
経
っ
て
か
ら
同
様
の
機
能
を
搭
載
し
た

全
自
動
洗
濯
機
を
投
入
し
た
企
業
も
あ
る

が
、
市
場
は
韓
国
ブ
ラ
ン
ド
に
席
巻
さ
れ
た

後
だ
っ
た
。

「
韓
国
メ
ー
カ
ー
は
日
本
企
業
の
１０
倍
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
費
用
を
つ
ぎ
込
み
、
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
に
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
や
ボ
リ
ウ
ッ

ド
（
ム
ン
バ
イ
で
製
作
さ
れ
る
イ
ン
ド
映

画
）
の
一
流
ス
タ
ー
を
投
入
し
た
。
日
本
企

業
の
広
告
は
広
大
な
イ
ン
ド
で
砂
漠
に
水
を

ま
く
程
度
。
イ
ン
ド
市
場
は
大
き
す
ぎ
て
、

日
本
の
ト
ッ
プ
企
業
で
も
体
力
的
に
き
つ
い

面
も
あ
る
」
。
大
手
広
告
代
理
店
出
身
の
荒

木
氏
は
そ
う
語
る
。

大
手
企
業
に
と
っ
て
も
難
し
い
イ
ン
ド
市

場
。
足
場
の
な
い
中
小
企
業
が
参
入
す
る
の

は
極
め
て
困
難
だ
が
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
で
あ
れ

ば
、
中
小
企
業
で
も
参
入
が
可
能
だ
。

荒
木
氏
は
地
元
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
提
携

し
、
同
社
に
日
本
の
中
小
企
業
を
取
り
次
ぐ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
「
フ
ィ
リ
ッ
プ

カ
ー
ト
」
「
ア
マ
ゾ
ン
」
な
ど
イ
ン
ド
の
大

手
Ｅ
Ｃ
で
様
々
な
便
利
商
品
を
中
心
に
販
売

し
て
い
る
「
イ
ー
グ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

サ
プ
ラ
イ
」
社
。
日
本
企
業
は
フ
ィ
ジ
ビ
リ

タ
ッ
パ
、
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
―
―
Ｅ
Ｃ
で
人
気

テ
ィ
調
査
で
可
能
性
の
あ
る
商
品
を
選
び
、

ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
サ
ン
プ
ル
商
品
を
同
社

に
送
る
と
、
Ｅ
Ｃ
上
で
販
売
が
で
き
る
。

こ
の
販
売
で
ヒ
ッ
ト
の
兆
し
を
見
せ
て
い

る
の
は
、
大
阪
に
あ
る
生
活
用
品
会
社
が
製

造
販
売
し
て
い
る
、
食
品
タ
ッ
パ
な
ど
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
用
品
だ
。
日
本
で
は
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
る
タ
ッ
パ
だ

が
、
イ
ン
ド
で
は
粗
悪
品
が
出
回
っ
て
お

り
、
２
回
使
っ
た
ら
蓋
が
閉
ま
ら
な
く
な
る

と
も
い
わ
れ
る
。

　
あ
る
い
は
、
日
本
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で

売
ら
れ
て
い
る
肌
に
潤
い
を
与
え
る
フ
ェ
イ

ス
マ
ス
ク
や
、
肌
を
白
く
す
る
ク
リ
ー
ム
な

ど
。
中
国
で
は
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
化
粧
品
が

人
気
だ
が
、
荒
木
氏
は
「
イ
ン
ド
人
は
自
身

を
ア
ジ
ア
人
と
い
う
よ
り
は
ア
ー
リ
ア
人
で

欧
米
系
に
近
い
と
考
え
て
お
り
、
日
本
の
化

粧
品
に
対
す
る
憧
れ
が
な
い
。
美
容
関
連
な

ら
ば
化
粧
品
本
体
で
は
な
く
、
欧
米
に
は
な

い
、
ア
ジ
ア
な
ら
で
は
の
健
康
便
利
商
品
」

と
い
う
。
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「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」
が
大
き
な
意
味
を
持

つ
中
国
市
場
に
対
し
、
日
本
の
認
知
度
が
低

い
イ
ン
ド
で
は
、
日
本
ブ
ラ
ン
ド
は
必
ず
し

も
必
要
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
世
界

に
知
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
を
持
た
な
い
中
小
企

業
で
も
、
イ
ン
ド
で
成
功
す
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
。

Ｅ
Ｃ
市
場
で
製
品
が
売
れ
始
め
れ
ば
、
ど

の
層
の
人
た
ち
が
買
っ
て
い
る
か
を
把
握
で

き
、
そ
の
人
た
ち
が
よ
く
閲
覧
す
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
広
告
を
打
つ

こ
と
も
で
き
る
。
コ
ス
ト
を
か
け
な
く
て
も

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
容
易
と
い
う
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
特
有
の
利
点
が
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

「
企
業
は
少
し
の
間
、
我
慢
が
必
要
だ

が
、
売
れ
始
め
れ
ば
巨
大
市
場
。
他
と
差
別

化
で
き
る
自
社
製
品
で
、
イ
ン
ド
Ｅ
Ｃ
市
場

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
ほ
し
い
」
。
荒
木
氏
は

そ
う
語
る
。

ブ
ラ
ン
ド
持
た
な
い
中
小
企
業
に
も
商
機

荒木英仁（あらき・ひでひと）

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケ

ィ」（ＡＤＫ）の海外事業に従事し、２００

５年から９年間、同社インド法人社長。１４

年春、インドと日本の架け橋となるべくデリ

ー郊外の新興都市グルガオンにてCasa Blanka 

Consultingを設立。在印又はインド進出計画策

定中の日系企業２０数社、インド最大手の私銀

のICICI Bankを始めとするインド企業１０数社

に対するアドバイザリー業務を請負う。また、

在印日系企業4社の社外取締役や、ＪＥＴＲＯRO

の「中小企業海外展開現地支援プラットフォー

ム」のムンバイ・コーディネーターを務める。
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安
価
な
労
働
力
の
確
保
と
、
巨
大
な
人
口
を
有
す
る

中
国
市
場
の
獲
得
を
目
的
に
、
積
極
的
に
進
出
を
図
っ

て
き
た
日
本
企
業
。
し
か
し
米
国
が
、
輸
入
す
る
ほ
ぼ

全
て
の
中
国
製
品
が
対
象
と
な
る
約
３
千
億
ド
ル
（
約


兆
円
）
分
に
最
大

％
の
関
税
を
課
す
画
を
公
表
す

る
な
ど
米
中
貿
易
摩
擦
が
激
化
す
る
な
か
、
大
手
企
業

を
中
心
に
対
中
戦
略
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
様
な
環
境
の
変
化
の
中
、
こ
こ
数
年
中
国
市
場
の
日

系
企
業
数
は
５
％
内
外
減
少
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
で
も

２
０
１
９
年
５
月
時
点
で
中
国
在
住
日
系
企
業
数
は
１

万
３
６
８
５
社
、
３
万
２
３
４
９
拠
点
で
、
海
外
進
出

す
る
日
系
企
業
数
の
中
で
は
依
然
ダ
ン
ト
ツ
の
進
出
先

で
あ
る
。

一
方
、
中
国
同
様
の
13
億
７
０
０
０
万
人
の
人
口
を

抱
え
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
年
々
上
昇
し
２
０
２
０
年
に
は
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
抜
き
世
界
第
５
位
ま
で
躍
進
す
る

イ
ン
ド
へ
の
進
出
日
系
企
業
数
は
、
中
国
の

％
の
１

４
４
１
社
、
５
１
０
２
拠
点
と
寂
し
い
限
り
で
あ
る
＝

図
下
、
在
イ
ン
ド
日
本
大
使
館
／
ジ
ェ
ト
ロ
資
料
よ

り
。
印
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ

へ
の
玄
関
口
に
も
成
り
得
る
イ
ン
ド
市
場
へ
何
故
こ
れ

程
ま
で
に
日
系
企
業
が
出
て
い
か
な
い
の
か
は
諸
説
あ

る
が
、
今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
何
故
行
か
な
い
の
か
で

は
な
く
、
何
故
イ
ン
ド
な
の
か
を
掘
り
下
げ
、
ど
う
し

た
ら
う
ま
く
イ
ン
ド
進
出
が
図
れ
る
の
か
を
考
察
し
た

い
。

イ
ン
ド
の
実
像

１

巨
大
市
場

中
国
に
次
ぐ
13
億
７
千
万
の
人
口
を
抱
え
る
巨
大
市

場
の
イ
ン
ド
。
ア
ジ
ア
3
位
の
経
済
圏
。
中
で
も
近
年

急
激
に
増
え
続
け
る
中
産
階
級
（
年
収

万
～
２
０
０

万
円
）
は
、

年
に
は
全
人
口
の
４
割
強
と
な
る
６
億

人
を
突
破
す
る
。

２

生
産
＆
輸
出
拠
点

「M
a
k
e
 
i
n
 
I
n
d
i
a

」
を
推
進
す
る
イ
ン
ド
政
府
の

後
押
し
の
元
、
自
動
車
市
場
を
席
捲
す
る
ス
ズ
キ
や
ス

マ
ホ
界
の
雄
サ
ム
ス
ン
が
巨
大
工
場
を
建
設
。
中
東
、

欧
州
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
輸
出
用
の
生
産
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
始
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
大
改
革
を
推
し

なぜインド？　どうインド？　今でしょ？

荒木英仁（あらき・ひでひと）

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケィ」(ADK)の海

外事業に従事し、2005年から9年間、同社インド法人社長。

2014年春、インドと日本の架け橋となるべくデリー郊外の新

興都市グルガオンにてCasa Blanka Consultingを設立。在印

又はインド進出計画策定中の日系企業20数社、インド最大手

の私銀のICICI Bankを始めとするインド企業10数社に対する

アドバイザリー業務を請負う。また、在印日系企業4社の社

外取締役や、JETROの「中小企業海外展開現地支援プラット

フォーム」のムンバイ・コーディネーターを務める。

荒木英仁のインクレディブル・インディア ③
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進
め
る
モ
デ
ィ
政
権
も
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
で
、
今
後
５
年
間
は
安
定
し
た
政
治
の
元
、
更

に
外
資
参
入
が
図
り
易
い
環
境
は
整
う
。

３

豊
富
な
労
働
力

国
民
の
平
均
年
齢
約

歳
（
日
本
は

歳
）
。
毎

年
２
５
０
０
万
人
ず
つ
増
え
続
け
、
労
働
人
口
（
15

～

歳
）
は
現
在
約
７
億
人
も
お
り
、
こ
の
傾
向
は

２
０
５
５
年
ま
で
安
定
的
に
継
続
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

４

日
系
企
業
の
機
会

２
０
１
９
年
度
は
前
回
の
コ
ラ
ム
で
も
少
し
触
れ

た
通
り
、
イ
ン
ド
経
済
を
牽
引
し
て
き
た
自
動
車
、

自
動
２
輪
の
販
売
が
低
迷
し
て
い
る
も
の
の
、
市
場

の
浸
透
度
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
時
的
な
現
象
で
あ

り
、
来
期
に
は
回
復
し
右
肩
上
が
り
暫
く
継
続
す
る

事
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
テ
ィ
ア
ー
１
（
一
次
請
け
メ

ー
カ
ー
）
の
日
系
Ｏ
Ｅ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
は
出
揃
っ
た
感

は
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
こ
の
市
場
で
テ
ィ
ア

ー
２
、
テ
ィ
ア
ー
３
の
日
系
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
チ

ャ
ン
ス
は
豊
富
に
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
サ
ム
ソ
ン

電
子
や
シ
ャ
オ
ミ
等
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ー
ン
メ
ー
カ

ー
等
が
イ
ン
ド
に
巨
大
工
場
の
建
設
を
開
始
し
た
よ

荒木英仁のインクレディブル・インディア③  

う
に
、
電
子
部
品
関
連
の
外
資
製
造
業
者
に
対
し
て

イ
ン
ド
政
府
は
各
種
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
ス
キ
ー
ム

を
用
意
し
て
い
る
。

昔
、
日
本
列
島
改
造
論
が
実
施
さ
れ
た
時
の
よ
う

に
、
イ
ン
ド
の
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
も
熱
い
。
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
。
ム
ン
バ
イ
―
ア
メ
ダ
バ
ッ
ド

新
幹
線
、
デ
リ
ー
ム
ン
バ
イ
鉄
道
、
幹
線
高
速
道
路

網
の
建
設
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
。
現
在
も
毎
日

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
が
建
設
さ
れ
、
道
路
交
通
大
臣

は
こ
れ
を

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
い

ま
だ

％
近
く
の
農
作
物
が
捨
て
ら
れ
る
よ
う
な
状

況
を
改
善
し
、
効
率
良
く
輸
出
が
出
来
る
よ
う
に
食

品
加
工
の
需
要
は
毎
年
20
％
内
外
の
伸
び
を
見
せ

る
。
そ
れ
に
も
伴
い
、
低
温
輸
送
、
低
温
倉
庫
等
の

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
需
要
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

の
急
増
に
よ
る
宅
配
網
の
高
い
需
要
か
ら
く
る
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
。
モ
デ
ィ
政
権
が
推
進
す
る

「
ク
リ
ー
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」
施
策
の
も
と
、
都
市

部
を
中
心
に
ゴ
ミ
分
別
が
進
み
、
建
設
廃
棄
物
処
理

の
需
要
が
急
増
。
廃
棄
物
処
理
技
術
の
導
入
が
望
ま

れ
る
。

ま
た
イ
ン
ド
政
府
と
日
本
政
府
の
話
し
合
い
の

下
、
日
系
企
業
、
主
に
製
造
業
が
イ
ン
ド
へ
安
心
し

て
進
出
し
や
す
い
よ
う
に
、
日
系
企
業
用
に
工
業
団

地
を
設
置
し
て
い
る
。
現
在

あ
ま
り
の
日
本
工

業
団
地
（J

a
p
a
n
 
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
 
T
o
w
n
s
h
i
p

）
＝
図

上
、
経
済
産
業
省
資
料
よ
り
＝
が
運
営
さ
れ
て
い

る
。①

日
系
企
業
に
と
っ
て
安
心
し
て
土
地
購
入
（
所

有
権
が
明
確
）
が
出
来
る
②
道
路
、
電
気
、
水
等
の

基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
③
各
種
許
認

可
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
取
得
可
能
、
州
政
府
主
導
の

優
遇
税
制
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
用
意
さ
れ
て
い

る
④
日
本
人
サ
ー
ビ
ス
業
（
ホ
テ
ル
、
ア
パ
ー
ト
、

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
）
―
―
等
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
こ
れ
ら
の
日
本
工
業
団
地
に
進
出
し
て
い
る
企
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社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
性
の
確
認
に
時
間
と

お
金
を
あ
ま
り
掛
け
ず
に
、
イ
ン
ド
を
よ
く
理
解
し

て
い
な
い
経
営
陣
の
独
断
で
決
定
す
る
事
が
少
な
く

な
い
。

ま
た
、
先
行
す
る
大
手
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
あ
て
に
安
易
に
進
出
。
「
世
界
で
２
番
目
の
巨

大
市
場
だ
か
ら
何
と
か
な
る
」
と
思
い
進
出
す
る
。

こ
れ
が
一
番
危
な
い
。
ア
ジ
ア
で
大
き
く
ビ
ジ
ネ
ス

を
伸
ば
し
て
き
た
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
家
電
メ

ー
カ
ー
で
あ
っ
て
も
、
イ
ン
ド
で
は
今
で
も
ご
く
一

部
を
除
き
シ
ェ
ア
を
全
く
取
れ
ず
に

年
以
上
時
間

を
費
や
し
て
い
る
難
解
な
市
場
で
あ
る
。
最
初
か
ら

イ
ン
ド
市
場
全
体
を
見
渡
し
、
商
品
優
位
性
、
価
格

競
争
性
、
資
材
の
現
地
調
達
等
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
進
出
計
画
を
練
る
事
は
と
て
も
肝
要
で
あ

る
。

進
出
の
形
態

前
項
で
も
書
い
た
通
り
イ
ン
ド
市
場
は
ア
ジ
ア
で

あ
っ
て
ア
ジ
ア
で
は
な
い
。
日
本
企
業
オ
ー
ナ
ー
は

１
０
０
％
独
資
に
こ
だ
わ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、

イ
ン
ド
市
場
に
お
い
て
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
今
ま
で
中
国
や
ア
セ
ア
ン
諸
国
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
経
験
値
が
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な

い
市
場
で
あ
る
。

出
来
れ
ば
信
用
の
お
け
る
イ
ン
ド
の
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
と
合
弁
会
社
を
設
置
し
た
方
が
リ
ス
ク
は
少
な

業
は
図
上
＝
在
イ
ン
ド
日
本
大
使
館
／
ジ
ェ
ト
ロ
資

料
よ
り
＝
の
通
り
で
あ
る
。

日
系
企
業
参
入
の
ポ
イ
ン
ト

私
が
在
イ
ン
ド
１５
年
の
間
に
知
見
し
た
、
数
多
く

の
在
イ
ン
ド
日
系
企
業
（
主
に
製
造
業
）
が
直
面
し

て
来
た
事
柄
を
ベ
ー
ス
に
、
イ
ン
ド
参
入
の
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
て
み
た
。

イ
ン
ド
市
場
責
任
者

イ
ン
ド
へ
進
出
す
る
に
あ
た
り
、
誰
が
責
任
を
持

っ
て
イ
ン
ド
進
出
を
計
画
す
る
の
か
で
、
大
き
く
そ

の
後
の
会
社
の
運
命
を
左
右
し
か
ね
無
い
。
そ
の
選

定
は
慎
重
に
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。
出
来
れ
ば
最

低
で
も
海
外
経
験
者
。
そ
れ
も
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国

で
は
な
く
、
欧
米
経
験
者
が
望
ま
し
い
。
イ
ン
ド
は

ア
ジ
ア
で
あ
っ
て
ア
ジ
ア
で
は
な
い
。
教
育
、
法
規

制
、
文
化
、
慣
習
等
は
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
影
響
が
大
き
く
、
日
本
や
中
国
か
ら
の
影
響
は
全

く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
な
い
。
多
く
の
日
系
企
業
の

経
営
者
は
「
イ
ン
ド
は
中
国
や
ア
セ
ア
ン
の
延
長
線

上
に
あ
る
」
と
考
え
が
ち
だ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
考
え
直

す
時
期
が
来
て
い
る
と
強
く
思
う
。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
性
の
確
認

多
く
の
日
本
企
業
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
弱
い
。

中
小
企
業
の
場
合
、
市
場
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
際
に
自
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い
と
考
え
る
。
イ
ン
ド
の
法
律
は
日
本
と
大
き
く
異

な
る
場
合
が
多
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
知
見
を
活
用
出

来
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
が
工
場
用
地
を
所
有
し
て
い
る

場
合
は
工
場
設
置
の
投
資
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
。
ま
た
イ
ン
ド
と
い
う
広
大
な
市
場
で
彼
ら
の
営

業
、
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
的
に
活
用
出
来

る
。

製
造
拠
点/

営
業
拠
点

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
か
ら
近
い
エ
リ
ア
の
営
業
拠
点

は
、
人
材
豊
富
な
大
都
市
部
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

製
造
拠
点
は
前
項
で
紹
介
し
た
各
地
に
展
開
す
る
日

本
企
業
用
工
業
団
地
が
お
勧
め
で
あ
る
。
値
段
だ
け

で
は
な
く
、
顧
客
の
多
い
エ
リ
ア
、
土
地
の
気
候

（
エ
ア
コ
ン
等
の
電
気
代
金
の
差
が
出
る
）
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
（
電
気
、
水

ガ
ス
等
）
、
材
料
確
保

等
、
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

雇
用イ

ン
ド
で
は
企
業
内
に
労
働
組
合
が
で
き
る
と
、

色
々
と
問
題
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
。
組
合
を
作
ろ

う
と
い
う
機
運
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
従
業
員

が
常
に
満
足
し
て
働
け
る
雰
囲
気
を
保
つ
努
力
が
必

要
だ
。

必
要
な
労
働
力
の
波
動
に
対
応
す
る
意
味
か
ら

も
、
で
き
れ
ば
工
場
従
業
員
の
半
数
以
上
は
契
約

（
社
員
で
は
な
い
請
負
労
働
者
）
で
賄
う
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
人
事
、
総
務
は
決
し
て
立
地
す
る
地
元
の

人
を
充
て
て
は
な
ら
な
い
。
気
が
付
い
た
ら
会
社
の

外
注
先
が
そ
の
社
員
の
親
戚
企
業
で
埋
め
尽
く
さ
れ

る
様
な
事
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
。

イ
ン
ド
は
地
域
性
が
多
種
多
様
で
あ
る
事
を
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
元
意
識
が
強
く
よ
そ
者

に
対
し
て
排
他
的
な
地
域
も
少
な
く
無
い
。
営
業
担

当
者
を
雇
う
場
合
、
イ
ン
ド
を
東
西
南
北
と
リ
ー
ジ

ョ
ン
で
区
切
り
、
極
力
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
市
場(

州)

出
身
で
経
験
・
人
脈
が
豊
富
な
営
業
マ
ン
を
雇

用
す
る
事
が
望
ま
し
い

間
も
無
く
世
界
一
の
市
場
と
な
る
イ
ン
ド
。
労
働

力
、
安
定
政
権
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
へ
の
窓
口
、
英

語
が
公
用
語
等
々
、
イ
ン
ド
へ
進
出
し
な
い
理
由
は

ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
強
い
興
味
は
あ
る
も
の

の
、
日
本
人
に
と
っ
て
「
何
と
な
く
面
倒
な
国
」
と

い
う
誤
解
か
ら
進
出
を
躊
躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）
す

る
、
あ
る
い
は
先
延
ば
し
す
る
企
業
が
後
を
絶
た
な

い
。
イ
ン
ド
へ
の
進
出
で
、
後
発
が
有
利
に
な
る
点

な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。
今
進
出
し
な
い
で
、
い
つ
出

る
？
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